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資料

スーバーコンピュータ Sx-1の

タイム・シェアリング・システム ATSS-AFの使い方（その 1)

1. はじめに

大阪大学大型計算機センター研究開発部

長馬野元秀

本センターでは、 1986年 5月より NECのスーバーコンピュータ SX-1の運用を始める。 スー

バーコンピュータ sx-lは、ほぼ通常の汎用機の機能を持つ CP(control processor)と高速にベ

クトル計算を行なう AP(arithmetic processor)の2つからできている。 スーバーコンビュータ

を使用するのは APの高速ベクトル計算の機能を利用するためであるが、プログラムの開発・保守

などを行なうために CPを利用する必要がある。 SX-1も HFPと同様に、 ACOSシステム 1000(以

下、 ACOS-1000 と略す）のバックエンド• プロセッサとして使用するが、 HFPの場合とは異なり、

SX-1の側にファイルを持つことができ、 SX-1の CPのタイム・シェアリング・システム(TSS)も

利用できる。

スーバーコンピュータ SX-1の概要については文献 [l]、[2]ですでに解説されているし、 SX-1 

の Fortran77の文法とその使用法については、それぞれ文献 [3]、[4]で説明されている。また、

簡易形の TSSと SX-1へのファイルの転送については、文献 [5]で述べられている。

本稿では、 SX-1の CP上の TSSである ATSS-AF(advanced time sharing system - advanced 

function)を ACOS-1000の TSS-AFから使用する場合の基本的な使い方について説明する。 これ

は SX-1上にファイルを持つ使い方なので基本形と呼ばれる。なお、このように2つのオペレーテ

ィング・システム(OS〉の仲介をするシステムを MSF(multi system facility)と呼び、本システム

の場合は ACOS-6上に置かれるので MSF-6と呼ばれる [6]。

2. ATSS-AFの概要

SX-1のオペレーティング・システムは sxosと呼ばれるオペレーティング・システムで、その

上の ATSS-AFは ACOS-1000の ACOS-6/MVX上の TSS-AFとはかなり異なっている。したがって、

SX-1上にファイルを持つ必要のないユーザは、簡易形によって SX-1を使用すること勧める [4]、

[5]。簡易形では、 ATSS-AFに人ることなく SX-1を利用することができる。 SX-1上にファイルを

持つ必要のあるのは、 (i)Fortran77において open文により動的にファイルを開く必要があると

き、 (ii)コンバイル・ユニット (ACOS-1000のオプジェクト形式に当たる）やロード・モジュール

(ACOS-1000の実行形式に当たる）やデータのファイルを保存したいとき、 (iii)アナライザやベク

トライザ [7]の機能をフルに使いたいとき、などである。
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2.1. 使用開始

SX-1の ATSS-AFは ACOS-1000を経由して使用するので、まず、 ACOS-1000の TSS-AFにログ

オンし、

SYSTEM ?SXTSS¢!J 

と打ち込む（下線はユーザの入力とする。以下も同じ。また、』は「return」、「送信」、「香き込み」

等のキィーを表わす。以下、特に強調する場合以外は』を省略する）と、

SX MODE 
ネ

RON= X00016638 

となり、これ以降は ATSS-AFに入ることになる。ここで、 RONは runoccurrence numberの略で、

sxosが管理に使う番号であり、使用するたびごとに異なる番号となる。

以下、 ATSS-AFでプログラムを作成、修正、翻訳、結合、実行する方法について、例を中心に述

べよう。 以下の例は、一応、 SX-1で動作を確認してあるが、今後、既定値が変更されたり、機能

の追加が行なわれたりすると、以下と同じように入力しても出力が少し異なってしまうことがある。

変更については「速報」や「センターニュース」などに掲載されるので、注意しておいていただきた

い。

2.2. ソース・プログラム・ファイル

SX-1上にソース・プログラムのファイル（ソース・ユニットとも言う）を作成するには、 ACOS-

1000上のファイルを転送する方法と SX-1上に新たにファイルを作成する方法とがある。

(1)ソース・プログラムの転送

SX-1ではプログラムは統合ライプラリ(integratedI i brary)に入れる。 統合ライプラリは、ソ

ース・ユニット、コンバイル・ユニット、ロード・モジュールなどを同時にいくつか納めることの

できるファイルのファイルと考えればよい。そして、統合ライプラリ中のファイルはサブファイル

と呼ばれる。

ACOS-1000上にあるソース・ブログラム・ファイルを SX-1上の統合ライプラリに入れるには、

まず、 LIBALLOCコマンドで統合ライプラリを作成し、 .SSTAGEコマンドでファイルの転送を行な

う。 いま、 ILI Blという統合ライプラリを作成し、そのサプファイル Flしこ ACOS-1000上のファ

イル SFILElを転送するには、次のようにすればよい。

ネLIBALLOC I LI Bl 
ILIBl ALLOCATED 
ネ.SSTAGESFILEl:ILIBl(Fl):SOURCE FREE2 

＊ 

大阪大学大型計罪機センターニュース - 56 - Vol.16 No. 1 1986-5 



LIBALLOCコマンドでは、統合ライプラリ名(ILIBl)に対する指定以外はすべて既定値を使っている。

.SSTAGEコマンドのバラメータ FREE2は、 ACOS-1000側のファイルが NFORM形式であることを表

わしている（しかし、本稿の例では、プログラムの見易さを考えて、 ACOS-1000の $FORMを適用し

た普通の Fortranの形式を用いる）。 また、 .SSTAGEの先頭の．は ACOS-1000のコマンドを意

味する。したがって、 ACOS-1000側のファイルの情報を見たければ、

*・c;ATAI.OG 

とすればよいし、 SFILElの内容を見たければ、

ネ，l,ISTSFll,F.1 

とすればよい。 なお、ファイル転送については、文献 [5]で説明されているので、詳しくはそち

らを参照されたい。

さて、確認のために SX-1の側のファイルの情報を見てみよう。

*FILLIST 

＊ 

NO. FILE/ SUBFILE NAME 
0001 A60000. I LI Bl 

I**ネ NAME LIST ネ料／

F'ILEORG TYPE 
LINKQD FILE 

FILLIST REV.070 
PWORD RUAF STATUS 
NO YES 

これを見ると、 自動的に利用者番号(A60000)と．が統合ライプラリ名の前に付けられているのが

わかる。また、統合ライプラリは OSから見ると待機結合編成ファイル(Iinked queued file)と呼

ばれるファイルであるので、 f'ILEORG欄では LINKQOと表示されている。さらに、ファイルの名前

欄の幅がずいぶん広いのに気が付くだろう。 SX-1上のファイル名は英字で始まる長さ 16文字以内

の英数字とハイフン(-)と下線（＿）からなる文字列である。なお、ファイル名についての詳細は 3.1

節（次号掲戟予定）を参照されたい。

サプファイルの確認は

ネFll,I.ISTILIBI S¥JBFII.F. 

ネ

NO. FILE/ SUBFILE NAME 
0001 A60000. ILi Bl 

l Fl 

／ネネネ NAME LIST ネ辞／

FILEORG TYPE 
LINKQD FILE 

SL 

FILLIST REV.070 
PI.JORD RUAF STATUS 
NO YES 

で可能である。 SLはソース・ユニットであることを表わす型である。 サプファイル名は、英字で

始まる長さ 28文字以内の英数字と下線（＿）からなる文字列であればよい。
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また、サプファイル Flの内容は次のようにして調ぺることができる（以下、コマンドの後の；

以降はコメントを表わすとする）。

ネLIST II、IBl(Fl)SL 
FILE: ILIBl(Fl) 

10 PROGRAM FACT 
20 I NTEGER N, F 
30 l READ(5, ネ） N 
40 IF (N.LT.O) STOP 
50 WRITE(6, ネ） F(N) 

60 GOTO l 
70 END 

80 C 
90 INTEGER FUNCTION F(N) 

100 INTEGER N, J 
110 F=l 

120 DO 10 J=l ,N 
130 F=JネF

140 10 CONT I NUE 
150 END 

TOTAL INPUT RECORDS : 15 
TOTAL OUTPUT RECORDS: 15 
ネ

; SLはソース・ユニットを表わす

LIST REV.060 

ACOS-1000では統合ライブラリは使用できなかったが、これを用いると、 (i)種々の操作が簡単

になる、 (ii)ファイル容墨を節約できる、 (iii)ソース・ユニットの世代管理ができる、 (iv)ソ

ース・ユニットを圧縮して保存できる、などの利点がある。また、アナライザやベクトライザなど

の性能向上支援ツール [7]を使用するには、 プログラムが統合ライブラリに入っていなければな

らない。

先ほど、統合ライプラリを作成する（領域を割り付ける）ときには、 統合ライプラリ名(ILIBl)以

外はすべて既定値を使った。もちろん、統合ライプラリには多くの属性がある。統合ライプラリの

各種属性の値を見るには次のようにする。

ネFl1,1.IST I I.I Bl OF.TAI I. 
／ネボ象 DETAIL LIST 象辞／ FILLIST REV.070 

1 A60000.ILIB1 
<== CATALOG DESCRIPTION ==> 

TYPE : FILE 
GENERATION TYPE : NO 

MAX GENERATION : 0 
CURRENT GENERATION : 0 

PASSWORD PROTECTION : NO 

RUAF PROTECT I ON : YES 

<== VOLUME LIST ==> 
VOLUME NUMBER : 1 
OEVCLASS : MS/M800 
MEO I A : PUB050 
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<== FILE DESCRIPTION ==> 
FI LE : ACOS4 BLOCKSZ : 2036 CREATE : 86-04-20 
FILEORG : LINKQD RECSIZE : 2032 EXPIR : 00-00-00 
I NCRSZ : 0 RECFORM : VB NODELR : YES 
DIRSIZE : 8 LOGTRKSZ : 1 USEDBLKS: 1 BLK 

EMPTY : NO SIZE : 450 BLK 
象

いろいろな情報が表示されているが、 最後の SIZEは統合ライプラリの大きさを表わし、 BLOCSZ 

の大きさをもとにじて領域が確保される。ただし、この大きさは初期値であり、ある程度までは自

動的に大きくなる。 そして、既定値では領域が小さすぎるときは、 LIBALLOCに SIZEパラメータ

を付けて、例えば、

象LIBALLOCILIB2 SIZE=2000 
ILIB2 ALLOCATED 
名

とすればよい。

(2) ソース• プログラム。サプファイルの作成

すでに存在している統合ライプラリ中に、 SX-1側で新たにサプファイルを作成したいときには、

エディタを使って次のようにすればよい。

ネEDITILIBl(AI) NEW FTFREE2 
00010 PRO(;RAM F.XAMPI.F. 
00020C -TEST PROGRAM日

00030 READ(5. ネ） A,B 
00040 WRITF.(6,*)'A+~=',A+B 、’
00050 F.ND 
00060且：
E#I. 10;50 
00010 
00020 C 
00030 
00040 
00050 

PROGRAM EXAMPLE 
-TEST PROGRAM -
READ(5,:f:) A,B 
WRITE(6,*)'A+B =',A+B,' 
END 

; FTFREE2 -Fortranの FREE2形式

A-B =',A-B 

；人力の終わりは [f

；行番号 10から 50までの行を表示

A-B =',A-B 

E鼎
CREATED UPDATED REV 
86-04-20 86-04-20 000 
E#E. 

；現在の内容をファイルに書き出す
LINE NO-OF-BYTE LANTYPE ORIGINAL-ENTRY-NAME 

6 230 FTFREE2 Al 
；エディタを終わる

ネ

このとき、 00010などの後に人力したものと、 Lサブコマンドで表示したものとでは行番号の後の

スペースの数が 1つ異なっていることに注意しよう。 ATSS-AFのエディタには、もちろん画面エデ

ィタと行エディタがあるが、本稿では使える端末のことを考えて、以下でも行エディタについてだ
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け述べる（画面エディタについては、文献 [8]を参照のこと）。

(3)統合ライプラリの管理

統合ライプラリのサプファイルどうしのコピーは COPYコマンドで可能である。このとき、サプ

ファイルの型 SLも与えなければならない。

:!:COPY IL I Bl (Fl) IL I B2(D2) SL 

INPUT NAME : Fl 
OUTPUT NAME: D2 

ネFILLISTILIB2 SUBFILE 

NO. FILE/ SUBFILE NAME 
0001 A60000. I LI 82 

1 D2 
tCOPY 11.IBJ(Fl) (01) SI. 

INPUT NAME: Fl 
OUTPUT NAME: DI 
tFll.1.IST 11.IBI SlJBFII.F.、

ネ

NO. FILE/ SUBFILE NAME 
0001 A60000.ILIB1 

1 Al 
2 D1 
3 Fl 

／ネネネ NAME LIST ネまネ／

FILEORG TYPE 
LINKQO FILE 

SL 

IL1B2しますでに存在している

Fl LLIST REV .070 
PWORD RUAF STATUS 
NO YES 

；同じ統合ライプラリ中なら、後のライブラリ名は省略可

／ネネネ NAME LIST ***I 
FILEORG TYPE 
LINKQD FILE 

SL 
SL 
SL 

FILLIST REV.070 

PWORD RUAF STATUS 
NO YES 

また、統合ライプラリ全体のコピーも、 COPYコマンドにより可能である。

ネI.IBALI.OC I I. IBJ 
ILIB3 ALLOCATED 

ネCOPY11.IBl II.IB3 Al.I. 

INPUT NAME : ILIBl 
OUTPUT NAME : ILIB3 

ネFII.I. I ST I I. I B3 S¥!BF I LF. 

ネ

NO. FILE/ SUBFILE NAME 
0001 A60000. I LI B3 

1 Al 
2 D1 
3 Fl 

／ネネネ NAME LIST :f: 辞／

FILEORG TYPE 
LINKQO FILE 

SL 
SL 
SL 

FILLIST REV.070 

PWORD RUAF STATUS 
NO YES 

統合ライブラリ中の不要になったサプファイルは DELETEコマンドで消去できる。このときも、

サブファイルの型 SLを指定する必要がある。
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ネDELETEIL I Bl(Dl) SL 
CMN0180 DELETION REQUEST SUBFILE: 01 DELETION <Y!N>? 
~ ;vの代わりに、』だけでもよい
ネFII.I.I ST II, I Bl SUBFILE 

ネ

NO. FILE/ SUBFILE NAME 
0001 A60000. ILIB1 

1 Al 
2 Fl 

／ネネ* NAME LIST *ネネ／

FILEORG TYPE 
LINKQD FILE 

SL 
SL 

FILLIST REV.070 
P¥./ORD RUAF STATUS 
NO YES 

また、不要になった統合ライプラリは、 DELETEコマンドで消去できる。

:!:DELETE ILIB3 
CMND180 DELETION REQUEST F'ILE: A60000.ILIB3 DELETION <Y!N>? 
y 
ネF'ILl,IST

ネ

NO. FILE/ SUBFILE NAME 
0001 A60000. ILIB1 
0002 A60000.ILIB2 

2.3. テスト実行

／＊中:I: NAME LIST :I: 辞／
FILEORG TYPE 
LINKQD FILE 
LINKQD FILE 

最も筒単な実行のしかたは、エディタの中から行なうものである。

FILLIST REV.070 
PWORD RUAF STATUS 
NO YES 
NO YES 

; OLDが既定値ネF.DIT11.IBJ(Fl) 
CREATED UPDATED 
86-04-20 86-04-20 

REV LI NE NO-OF-BYTE LANTYPE OR I GI NAL-ENTRY-NAME 
0000000 0000000000 FTFREE2 Fl 

E#L立
00010 
00020 
00030 
00040 
00050 
00060 
00070 
00080 C 
00090 
00100 
00110 
00120 
00130 
00140 
00150 
E#饂

PROGRAM F'ACT 
INTEGER N,F' 

1 READ(5,*) N 
IF'(N.LT.O) STOP 
WRITE(6,*) F'(N) 
GOTO 1 
END 

INTEGER FUNCTION F(N) 
INTEGER N,J 
F=l 
DO 10 J=l ,N 
F=JネF

10 CONTINUE 
END 

FORT77 COMPILER STARTED 
EXECUTION STARTED 
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?.5. 
120 

?lQ. 
3628800 
?.:l 
闘

この方法は ACOS-1000での使い方に似ており、 処理が終ってもエディタの中にいる状態に戻る

ので、プログラムにエラーがある場合でも、すぐに修正することができる。ただし、これは CPで

実行されるので、デバッグ中のテスト実行にしか使えない。

RUNのようなエディタのサプコマンドは、現在編集中のプログラムを処理対象とするので指定が

簡単で使い易いが、そのようなコマンドはあまり多くない。 しかし、コマンドの前に＊を付ける

と、ほとんどのコマンドをエディタの中から実行できる（新たに、エディタを起動することも可能

である）。

E#柔FIi」,1ST 

NO. FILE/ SUBFILE NAME 
0001 A60000. I LI Bl 
0002 A60000.ILIB2 
闘

／象象象 NAME LIST ネ辞／

F'ILEORG TYPE 
LINKQO FILE 
LINKQO FILE 

f'ILLIST REV.070 
PWORD RUAF'STATUS 
NO YES 
NO YES 

このときは単にエディタの中からコマンドを起動しているだけなので、現在編集中のプログラムを

処理対象とすることはできない(¥,/サプコマンドで編集中のものをサブファイルに書き出して、そ

のサプファイルを指定することはできる）。コマンドやバラメータの香き方などは、 言のプロンプ

トで人力するのとまったく同じである。デバッグ中は、普通、同じプログラムを何度も編集するの

で、エディタから出ずに一般のコマンドを起動できる機能はなかなか便利である。

さらに、文法のチェックのために翻訳だけを行ないたいときには、次のようにすればよい。

E#FORT77 
FORTRAN 77 ENTERED 
PROGRAM: FACT 
NO ERROR 
NO OBJECT PROGRAM PRODUCED 
PROGRAM : F 
NO ERROR 
NO OBJECT PROGRAM PRODUCED 
闘

; FORT77サプコマンド

このときはコンバイル・ユニットもロード・モジュールも作成されない。作成するには、バラメー

タを与える必要がある。 コンバイル・ユニットやロード・モジュールの作成については、 5節（次

号掲載予定）を参照されたい。
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また、プログラムやコマンドの実行を中断するには「break」キィーを押せばよいが、 プロンプト

が誌に変わってしまうことがある。このときは、

《「break」キィーを押す》
ネ苓1.AN(-;F.1,
闘

；辞が出ずに E#になることも多い

とすればよい。また、誤って「breakキィー」を押したので、もとの続きをしたければ

《「break」キィーを押す》
辞辿

闘

とすればよい。ここで、 ILIBI(F'l)の編集を終えよう。

EIIE 

* 
ILIBl(Fl)の編集を終わる

2.4. ブログラムの編集

プログラムの修正は、 SX-1の ATSS-AFのエディタを使う方法とファイルを ACOS-1000へ逆転

送 [5]して TSS-AFのエディタで修正し、もう一度 SX-1に転送し直す方法とがある（もちろん、

ACOS-1000側に同じファイルがあるときは、そのファイルを修正し SX-1に転送するだけでよい）。

ここでは、 ATSS-AFのエディタを使用する場合について述べよう。

最も単純な修正のしかたは、行全体を香き直すことである。これは、

ネEDIT II、IBl(Al)
CREATED UPDATED REV LINE NO-OF-BYTE LANTYPE ORIGINAL-ENTRY-NAME 
86-04-20 86-04-20 000 6 230 FTFREE2 Al 
E#~O 10 RF.AD(5鼻ネ會F.ND=99)A食 B
E#50 99 END 
E魯

のように入力すればよい。 NEWを指定したときの行番号のプロンプトに対する入力よりスペースの

数を 1つ多くする必要がある。つまり、 Lサブコマンドで表示されるのと同じ形で入力すればよい。

これは、行番号と行の内容との区切り記号として、スペースを使っているからである。したがって、

手順付きの画面端末や無手順の画面端末で画面の情報を再利用できるもの（例えば、 Basicの term

文で動作中のバソコンなど）では、 Lサプコマンドで表示したリストを直接修正できる。

もちろん、プログラムにない行番号の行を入力すると行の追加になるし、行番号のみを入力する

とその行は削除される。

E#且i GO TO 10 

大阪大学大型社顎機センターニュース - 63 - Vol.16 No. 1 1986-5 



E#20. 
Ellし直
00010 
00030 
00040 
00045 
00050 
Ell饂
FORT77 COMPILER STARTED 
EXECUTION STARTED 
?LI. 
A+B = 3.000000 
？旦
A+B = 7.000000 
？厚

Ell 

PROGRAM EXAMPLE 
10 READ(5, 中，END=99)A,B 

WRITE(6, ネ） 'A+B=',A+B,' 
GO TO 10 

99 END 

A・B =',A・B 

A-B = -1.000000 

A-B = -1.000000 
；データの終わり (endof data) 

このエディタは、バッファに統合ライプラリのサプファイルからプログラムを読み込み、バッフ

ァ上で編集を行ない、それを統合ライブラリのサプファイルに書き出すという形で使用する。した

がって、適当な時機に Mサプコマンドを実行しておくか、編集の終わりに

E飢凶

CREATED UPDATED REV 
86-04-20 86-04-20 001 
ネ

；サプファイルに香き出して、エディタを終わる
LINE NO-OF-BYTE LANTYPE ORIGINAL-ENTRY-NAME 

6 231 FORTRAN Al 

として、編集している統合ライプラリのサプファイルにバッファの内容を香き出しておく必要があ

る（変更をして書き出さずに、 Eサブコマンドを実行すると注意はしてくれる）。

2.5. データ・ファイル

プログラムの実行に必要なデータ・ファイルも、 ACOS-1000から転送する方法とエディタで作成

する方法とがある。 SX-1では、データはファイルの形で保存する。

(1)データ・ファイルの転送

データ・ファイルを転送するには、まず、 PREALLOCコマンドによりファイルの領域を確保してお

かなければならない。

＝
 

=-＝
 

＊
 
A60000.DF1 

ネ.$STAGEOFILEt:OFt:DATA 
ネ
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ここで、 RECF'ORMを VB(variable blocked record : 可変長プロック化レコード）にしておくと、

BLOCKSZの大きさは適当な値でよい。多くのデータを入れるファイルが必要な場合には、 SIZEバラ

メータの値を大きくする。この大きさは初期値であり、ある程度までは自動的に大きくなることは、

統合ライプラリの場合と同じである。 Fortranで使用するデータ・ファイルには、 FIXTRKとNODELR

の2つのバラメータを指定する必要がある。ファイルの中身は、 Iistコマンドで表示できる。

中LIST[)fl 
FILE:OFl 

1 ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ01234567890 
2 +-:f:/0 ! "#匁&':;?,.

TOTAL INPUT RECORDS: 2 
TOTAL OUTPUT RECORDS : 2 
ネ

(2)データ・ファイルの作成

；型は DATAが既定値
LIST REV.060 

エディタでデータ・ファイルを作成するには、次のようにすればよい。

* = = = 

A60000.DF2 === ALLOCATED ---

莉DITDF2 NEW DATA ; 言語タイブの指定は DATA
000100皿
000200互
000300且
000400圧
E#LI 
CREATED UPDATED REV LINE NO-OF-BYTE LANTYPE ORIGINAL-ENTRY-NAME 

3 7 DATA DF2 
＊ 

PREALLOCをせずに直接エディタで作成すると、 FIXTRKと NODELRの指定がされていないので、

Fortranで読み込んだり、書き出したりできない。

(3)データ・ファイルヘの入出力切り換え

さて、標準入力(standardinput : SIN)から読み、標準出力(standardprint : SPR)に書き出す

簡単なプログラムを考えよう。標準入力は特に指定しなければ、端末のキィーポードであり、標準

出力は端末のディスプレィ（またはプリンタ）である。

ネ.SSTAGF.SF I I.F.2: I I. I Bl (Sl) :sot)Rf,f.、FRF.F.2
ネEDIT11.IBl(SI) 
CREATED UPDATED REV LINE NO-OF-BYTE LANTYPE ORIGINAL-ENTRY-NAME 
86-04-20 86-04-20 0000000 0000000000 FTFREE2 Sl 

E#L立
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PROGRAM STDIO 
CHARACTER LINE(80) 

00010 
00020 
00030 
00040 
00050 

00060 
00070 
00080 
闘饂

10 READ(5, 100, END=99) (LI NE(I), I =1,80) 
100 FORMAT(80Al) 

WRITE(6,200) (LINE(I), l=l,80) 

200 FORMAT(lH ,80A1) 
GOTO 10 

99 ENO 

FORT77 COMPILER STARTED 
EXECUTION STARTED 
?HELLO, FRIENDS , 
HELLO, FRIENDS! 

?HO¥J ARE YOl!? 
HOW ARE YOU? 
？ん饂
E淋

；入カデータの終わり

これの標準入力 SINをデータ・ファイル DFlに切り換えて (SINを DFlに割り当てて）実行す

るには、

E#ASSl11N SIN EFN=OF1 
闘饂

FORT77 COMPILER STARTED 
EXECUTION STARTED 
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUV¥i/XYZ01234567890 
十ーネ／（）！”＃匁&':;?, . 
E# 

; ASSIGNはサブコマンドとして実行可能

とすればよいし、さらに、標準出力 SPRをデータやファイル OF3に切り換えて実行するには、

E#ネPREALLOCOF3 RECFORM=VB BLOCKSZ=lOOO SIZE=300 FIXTRK NOOELR 

A60000.DF3 

E#ASSIGN SPR EFN=DF3 
闘饂

FORT77 COMPILER STARTED 

EXECUTION STARTED 
E柑ネLISTDF3 PR 
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ01234567890 
t-象/()!"#駕&':;?, . 
TOTAL INPUT RECORDS: 2 
TOTAL OUTPUT RECORDS: 2 
闘

=== ALLOCATED === 

；印刷イメージのファイルの表示

とすればよい。 SINや SPRなどはプログラムから見たときのファイル名に当たるもので、内部フ

ァイル名(internalfile name : IFN)と呼ばれる。それに対して、今まで述べてきたファイル名や
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ライブラリ名は外部ファイル名(externalfile name: EFN)と呼ばれる (Fortranにおける内部フ

ァイル名は、装置番号の 5が SINで、 6が SPRである。 また、その他の 1桁の装置番号 nは

FFOnしこ、 2桁の装置番号 mnは FFmnになっている）。そして、内部ファイル名と外部ファイル名

を結び付ける慟きをするのが、 ASSIGNコマンドである。

さて、現在のファイルの割り当ての状態は、どうなっているだろうか。これを見るには、

E#ASSI, I ST ; ASSL I STもサブコマンドとして実行可能
I FN=CENTERCD EFN=OUC.SYSTEM.CM 
IFN=ネネ＊ネネネネ*EFN=OUC. SYSTEM. CMD. DEFLI B 
IFN=**ネネ中ネ中ネ EFN=A60000.ILIB1 
IFN=*ネネネ中ネネネ EFN=X00016638.AWORK01 
IFN=ネネネネ象ネネネ EFN=X00016638.BWORK01 
IFN=ネネネネネネネネ EFN=X00016638.FWORK01 
IFN=ネネネネネネネ*EFN=A60000.DF2 
IFN=SIN EFN=A60000.DF1 
IFN=SPR EFN=A60000.DF3 
闘

とすればよい。このとき、センターで特別に使用したり、コマンドが自分の処理用に割り当ててい

るファイル(IFN=CENTERCDや IFN=粒辞林科）も表示されている。

ファイルの割り当ては FREEコマンドを用いて解放できる。

E#FRF.F: F:FN=OFl ; EFNで解放できる。 FREEもサブコマンドとして実行可
E#FREE lf'N=SPR ; IFNでも解放できる
E#ASSl,IST 
IFN=CENTERCD EFN=OUC.SYSTEM.CM 
IFN=ネ中ネ**ネ中ネ EFN=OUC.SYSTEM.CMD.DEFLIB 
IFN=*ネネネ中ネネネ EFN=A60000. I LIB 1 
IFN=ネネネネネネ中ネ EFN=X00016638.AWORK01 
IFN=ネネネネネネネネ EFN=X00016638.BWORK01 
IFN=ネ中ネネ中ネネネ EFN=X00016638.FWORK01 
IFN=ネネネ中ネ中ネ*EFN=A60000.DF2 
闘

そして、ファイルの割り当ては； FREEコマンドを用いて解放し、 ASSIGNコマンドを用いて新たに

割り当てるまで変わらない。

また、内部ファイル FFlOを端末に割り当てるには、

E#ASSIGN FF10 FII.F.STAT=TF.RMINAI. 
E# 

とすればよい。

なお、 Fortranにおけるファイルの割り当ての詳細については、文献 [3]、[4]を参照されたい。
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2.6. 使用終了

SX-1の ATSS-AFを終了して、 ACOS-1000の TSS-AFに戻るには、プロンプトがネのときに、

DONEを入力すればよい。

E#f;. ；エディタを終わる

利寧

SYSTEM? 

これで、 ACOS-1000の ATSS-Af'に戻った。

以上、 SX-1のタイム・シェアリング・システム ATSS-AFの基本的な使い方について述べた。

次号掲載予定の「その2」では、

3. ライプラリとファイルの管理

4. 行エディタ

5. コンバイル・ユニットとロード・モジュールの保存

6. その他

について、説明する予定である。
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